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登録リスト（該当：232件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 菅平中の総合学習Take Action発表会2024/03/01]	菅平中の総合学習Take Action発表会2024/03/01	上田市立菅平中学校の全生徒が取り組んできた総合学習「Take Action」の成果を3/1、生徒たちが地域の協力者も参観する場で発表しました。

生徒たちは５つの班に分かれてそれぞれの成果を発表しました。
１班：イベントチーム
２班：SNSチーム
３班：ゴミ拾いチーム
４班：自然観察チーム
５班：草刈りチーム

「Take Aciton」の意味は「一人ひとりが菅平のためにできることに取り組もう」。イベントを企画し、SNSを活用し、ゴミ拾いをし、自然観察をし、草刈りをして菅平のためにアクションを起こす総合学習です。長野大学から私たちが後押しした『菅平まなびあいひろば』も利用し、それを通じて活動を広く伝えようというベクトルを持って取り組んでいました。来年度も継続して取り組んでいくとのこと。地元の人たちに、また広く全国の人たち	2024-03-02
	2	[image: 上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援]	上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援	★みんなでつくる西部地域デジタルマップ／子ども地域探検隊2023
https://d-commons.net/seibu?c=1261

2/28(水)上田市立西小学校で５年１組が総合学習で取り組んできた「地域探検」の画像記録から子どもたちそれぞれが自分のイチオシをネットにアウトプットする学習を学生、地元の「西部地域まちづくりの会」の方々と支援してきました。

地域の探検をしたのは７月の暑い日と１月の雪が降った日。子どもたちは自分のタブレットPCを持って、探検先の様子を画像に収めてきました。この日はそのまとめとなるふり返り学習の日。西部地域まちづくりの会が開設している『みんなでつくる西部地域デジタルマップ』に子どもたちが投稿しました。自分たちの探究をネットに公開して地域の人々なども見てもらえるようにしました。これまで大人たちが投稿し	2024-02-29
	3	[image: ３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化]	３Dで藤本蚕業歴史館をデジタルツイン化	上塩尻にある藤本蚕業歴史館の新しい情報空間のご紹介です。

★藤本蚕業歴史館ウォーク
https://d-commons.net/fujimoto-walk/

資料館はとても行きにくいし、行っても資料を見るのも大変です。このたびデジタル技術を使って、資料館まで行かなくても館内をバーチャルに歩き回り、資料にアクセスできるバーチャル空間にしました。本物の資料館がそこにあるかのように再現する技術を「デジタルツイン(デジタルな双子)」と呼んでいます。その試みです。長野大学前川ゼミの協力により藤本蚕業プロジェクトが制作しました。

皆さんもどうぞバーチャルな体験、資料へのアクセスをお楽しみください！	2024-02-27
	4	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	5	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	6	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	7	[image: 信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告]	信州上田学2023／地域キュレーション成果：３学生からの報告	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-12
	8	[image: マンホール：飯山市]	マンホール：飯山市	2009/04/10の記録。
飯山市のマンホールです。一本杖スキーの子ども２人を描いています。マンホールカードの解説によると、最初にこの地に伝わったスキーは一本杖スキーで大正初期まで盛んであったとのこと。子どもが被っている頭巾が「みのぼうし」で、これは昭和30年代まで利用されていたとのことです。

私の別記事「飯山のマンホール、一本杖スキー」もご参照ください。
http://d-commons.net/uedagaku/maekawa2?c=&p=8852	2024-02-11
	9	[image: 講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10]	講義「信州上田学Ą」報告2024/02/10	「『信州上田学』学びの成果発表会2023」(2024/02/10開催、会場：長野大学リブロホール)で、長野大学の独自科目「信州上田学」の報告を行いました。


★長野大学講義「信州上田学2023」報告 12分
　報告者：前川道博(企業情報学部教授)、学生３名
　

当日発表した学生３名に「信州上田学」と各自が取り組んだ「地域キュレーション」に対する動機や感想などを語ってもらいました。

＜信州上田学2023ふり返り＞
★村上柚葉さん(社会福学部1年生)／別所を盛り上げるには 3分

★佐藤杏一さん(環境ツーリズム学部1年生)／藤井松平氏の遺構を上田の観光資源として活かす 6分

★古賀寛也さん(環境ツーリズム学部1年生)／上田が今後、持続可能な発展を遂げるためには
　～蚕糸王国だった	2024-02-10
	10	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	11	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2023成果報告

▼前川ゼミ2023成果報告 60分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
〔地域デジタルアーカイブ〕
【1】竹中丈二(4年)　地域史料のデジタルアーカイブとその活用
【2】久保山遥(4年)　デジタルアーカイブ化と社員日誌
【3】石平飛揚(3年)　紙資料のデジタルアーカイブ化
〔地域づくり支援〕
【4】福田晴紀(4年)　メディアの活用と地域づくり
【5】春原百々羽(3年)　地元上塩尻の文化の	2024-02-05
	12	[image: デジタルアーカイブを利用しやすくするには]	デジタルアーカイブを利用しやすくするには	デジタルアーカイブをより多くの人に利用してもらい、使いやすいと感じてもらう

参考
藤本蚕業デジタルコモンズ https://d-commons.net/fujimoto-dc/ 
上田市公文書 https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/kobunshokan/
 国立公文書館デジタルアーカイブ https://www.digital.archives.go.jp/ 
デジタルアーカイブ学会 https://digitalarchivejapan.org/
国立国会図書館デジタルコレクション　https://dl.ndl.go.jp/ja/
デジタルアーカイブとは？https://solution.toppan.co.jp/newnormal/contents/digitalarchive_toha.html
内閣府知的財産戦略推進事務局「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドラインhttps://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/guideline_2023.	2024-01-24
	13	[image: 今後のデジタルアーカイブの在り方について]	今後のデジタルアーカイブの在り方について	PowerPointでまとめました。


参考URL
・「国立国会図書館デジタルコレクション」https://dl.ndl.go.jp/
・「上田市公文書館」https://kobunshokan.city.ueda.nagano.jp/
・「上田老舗図鑑」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=2351
・「西塩田時報」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=3613	2024-01-24
	14	[image: 地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表]	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表	地域史料のデジタルアーカイブ 2023 後期中間発表
J20052 竹中丈二 
・活動の趣旨 
地域に保管され、活用機会が与えられない地域史料をネット公開し、地域づくりや地域 探究活動の発展に寄与すること。

・活動の詳細記録
デジタルマップ記事「2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)」にて掲載
URL: https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=126298

・地域における活動報告 
・上田(藤本蚕業歴史館)
外部ではキモノマルシェ、史料を見合おう会、情報通信文化論講義の参加を通じて史料の紹介を行った。内部では、段ボール整理棚作成、Matterportを使用した歴史館の全体図の3D撮影を行った。
・小諸
いとのまち・こもろチャンネルで過去の動画をほぼ全て投稿し、また新たに10/29に行われた講演会の動画撮影、投	2023-12-04
	15	[image: 蓼科高校「蓼科学」プレイバック]	蓼科高校「蓼科学」プレイバック	蓼科高校「蓼科学」の授業記録や高校生たちの学習成果であるアウトプットは主に以下の２つのサイトから公開しています。

★地域学習アーカイブ　蓼科学2015～2019を個別に蓄積。
★みんなでつくる蓼科学アーカイブ　蓼科学2020～2022の成果を蓄積。

蓼科高校の地域科目「蓼科学」は、長野大学と蓼科高校の高大連携講座として位置付けられ、長野大学が蓼科高校に出前講座を提供するという形で実施されてきました。私は2015年から2022年まで8年間にわたりその担当をしました。「蓼科学」はカリキュラムの見直しにより2022年度が最終年度となり現在は終了しています。

日頃、大学生とゼミや授業で接してはいますが、高校生と直接対峙する機会はなく、私にとっ	2023-10-10
	16	[image: 解体された大屋駅]	解体された大屋駅	しなの鉄道の大屋駅が解体され建て直されます。5月1日に訪れた際にはまだ古い駅舎のまま残っていました。

★解体前の大屋駅 2023/05/01

この日7/21に訪れた時には完全に解体されていました。駅舎は完全に取り壊され、大屋駅建設を記録した石碑のみが残されています。駅舎部分の基礎工事が行われている段階でした。	2023-09-23
	17	[image: 旅れぽ『津軽滞在記2015』]	旅れぽ『津軽滞在記2015』	マッピング津軽/津軽滞在記2015

今から８年ほど前の2015年8月、青森県弘前市に滞在しました。長野県上田市を発ったのが8月2日、上田市に戻ったのが8月22日、約３週間の滞在です。弘前滞在の理由は家内の実家の整理。その滞在期間に小坂(秋田県)、弘前(以下青森県)、黒石、青森、田舎館、五所川原などを見聞しました。

特に夏の期間でなければ見れない津軽各地のまつり、弘前ねぷた、青森ねぶた、立佞武多(五所川原)、大河原の火流し(黒石)、黒石よされ(黒石)などを記録しました。

それから８年が経過し、記録した画像を見直してみると、津軽という地域を記録したことの価値に気づき、当時の記憶をこのマイサイト『ミッチーのサイト』とは別サイト『	2023-10-03
	18	[image: 「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)]	「地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合」(2023)	日本教育情報学会 第39回年会
地域デジタルコモンズが拓く地域づくり/地域学習の包摂的融合
d-commons.netによる主体的/協働学習の実践を通して
2023/08/27
前川道博	2023-08-27
	19	[image: DA学会発表「地域デジタルコモンズが拓くこと」(2023)]	DA学会発表「地域デジタルコモンズが拓くこと」(2023)	デジタルアーカイブ学会／地域アーカイブ部会
地域デジタルコモンズが拓くこと～d-commons.netによる地域課題の包摂的支援～　2023/07/26
前川道博

▼デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会サイト
シリーズ研究会　テーマ：地域デジタルコモンズが拓くこと～『光が丘デジタルアーカイブ』とd-commons.net～ (2023/7/26)


▼研究会の記録動画はコチラ（掲載元の動画を再掲）。	2023-07-26
	20	[image: 「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)]	「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)	研究発表
「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築～地域資料アーカイブの課題と活用に向けた解決策～
(2023/06/18 デジタルアーカイブ学会／第3回DAフォーラム)

　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
藤本蚕業歴史館(長野県上田市)は蚕種製造企業であった藤本蚕業の所蔵資料を保管する文書館である。所蔵資料は2009年、その保存整理、目録化が図られたものの、その後10数年間にわたり、活用がなされないまま現在に至った経緯がある。本研究はその資料を含めた諸資源の活用、資料のデジタルアーカイブ化に向けて取り組んだ実践的活動を報告し、デジタルアーカイブ化の課題、その解決策を提起するものである。根本的な乖離をもたらす社会的背景には、知識消費(マスコミュニケーション)型社会のレジームがデジタルアーカイブ化への	2023-06-18
	21	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座
【日程】2023年
　　2月4日(土) 10:00～16:00　藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの課題[LINK]
　　2月5日(日) 10:00～16:00　地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて[LINK]
　　2月18日(土) 13:00～16:00　皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会[LINK]

アンケート結果を掲載しました。
披露会の動画記録は追って公開予定です。


▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤	2023-02-26
	22	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイブの活用[LINK]
　12/17(土)10:00～16:00 藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション[LINK]
　01/14(土)13:00～16:00 皆さんのキュレーション披露会[LINK]
▼実施体制等
主催：藤本蚕業プロジェクト（代表：前川道博 長野大学企業情報学部教授）
共催：デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会、岐阜女子大学
協力：藤本蚕業歴史館、上田小県近現代史研究会、長野大学
後援：日本教育情報学会デジタルアーカイブ研究会、日本デジ	2023-02-26
	23	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第３回]	【オンデマンド講座】
★DA講座2-3皆さんのデジタルアーカイブ/地域学習企画披露会 182分


【講座タイムテーブル】
講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
ゲスト講師：桂木惠さん（上田小県近現代史研究会事務局長）、朝倉久美さん（デジタルアーキビスト）

第３回 2月18日(土) 13:00～16:30 皆さんのデジタルアーカイブ(DA)／地域学習企画披露会

13:00 はじめに、ゲスト講師紹介
13:10 DA／地域学習企画披露会　Part１
（14:20 休憩）
14:30 DA／地域学習企画披露会　Part２
16:20 講評・まとめ
16:30 終了

《披露会の発表者と発表テーマ》敬称略。発表資料は以下に掲載してあります。
①島津千登世／下河辺淳＋戦後国土計画関連資料アーカイヴス
　→下河辺淳アーカイヴス
　→	2023-02-19
	24	[image: コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」]	コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」	
【目次】
0:00　コピーヌクラブ紹介
2:16　「信濃の国」
5:29　「小諸唱歌」
8:01　「糸(中島みゆき)」
13:45 「ピチカート」

【動画説明】
2022/11/3に開かれた特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト主催「民間で始まる蚕糸業ものがたり」内で演奏されています。
「民間で始まる蚕糸業ものがたり」


「コピーヌクラブ」

　コピーヌクラブは2009年に結成された女性3人演奏家グループで、東信地域を中心にホテル、イベント会場などで演奏活動を続けています。ピアニストの竹鼻恵子さん、フルート奏者の椎名真美子さん、バイオリニストの吉田枝理佳さんで構成されていて、動画では竹鼻さんと吉田さんが出演しています。

「信濃の	2023-02-15
	25	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	26	[image: 上田蚕糸専門学校]	上田蚕糸専門学校	また、明治43年には上田蚕糸専門学校（現・信州大学）が設立された。中等教育期間である小県産業高校と、高等教育機関である上田蚕糸専門学校が上田に作られたことは、上田の養蚕業・蚕糸業の繁栄ぶりが窺える。
現在の信州大学繊維学部は、日本で唯一の繊維学部である。


参考サイト：みんなでつくる信州上田デジタルマップ

▼この資料は以下から参照できます
ぶ「信州大学繊維学部」
https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=11526
（2023/02/06）	2023-02-08
	27	[image: 小県蚕業学校]	小県蚕業学校	現・上田市付近である当時の長野県小県郡では、明治25年に小県蚕業学校(現・上田東高校)が全国に先立てて設立された。蚕業教育の充実化が図られていたため、先ほどの小説が作成された明治29年当時も、小県郡の蚕産業は盛んだったことが推測できる。


参考サイト：みんなでつくる信州上田デジタルマップ

▼この資料は以下から参照できます。
ミッチー「小県蚕業学校(『上田市史』下巻1940)」
https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=2303
（2023/02/06閲覧）	2023-02-06
	28	[image: 「藤本蚕業アーカイブ構築」を振り返って]	「藤本蚕業アーカイブ構築」を振り返って	　私はこの一年間地域資料のデジタルアーカイブ活動を行い、活用機会が無い地域資料の撮影とネット上の公開をしました。その中で藤本蚕業アーカイブについて紹介します。
　藤本蚕業アーカイブは藤本蚕業歴史館史料をネット上に公開するアーカイブであり、かつて蚕の卵である蚕種の日本最大製造地であった上塩尻の中心であった佐藤家(藤本蚕業)所蔵の史料を扱っています。歴史館では蚕種にとどまらず歴史、文化、地理に関わる文書・書籍も多く有しており、アーカイブでも見ることが出来ます。私は当アーカイブにおいて主に史料の撮影、記事の投稿を担当しました。
　実際の資料を紹介します。
　1925年11月に発行された上田市図書館報第三号では、最も興味深い点として新刊の発表に法学系冊子を真っ先に乗せている点で、大正デモクラシ	2023-02-03
	29	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第２回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第２回]	【講座タイムテーブル】
　ゲスト出演：朝倉久美さん（デジタルアーキビスト）

第２回 2月5日(日) 10:00～16:00 地域資料デジタルアーカイブの構築に向けて
10:00 はじめに
10:30 地域社会におけるデジタルアーカイブの課題
11:00 地域アーカイブサイト参照
（12:00 休憩）
13:00 地域デジタルコモンズ「信州上田デジタルマップ」
14:00 ミニ実習
（14:20 休憩）
14:30 デジタルアーカイブ構築の企画立案・実践・Ｑ＆Ａ
16:00 終了

【オンデマンド講座】
(1)午前の部：地域アーカイブの課題 83分
　 83分
(2)午後の部１：地域デジタルコモンズ 98分
　 98分
(3)午後の部２：DA企画披露会に向けて 43分
　 43分

★オンデマンド講座
・資料の分類とメタデータ 30分
・著作権と資料の権利処理 30分

	2023-02-03
	30	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]	【講座タイムテーブル】
　ゲスト講師：小平千文さん（上田小県近現代史研究会会長）、桂木恵さん（同事務局長）
10:00 講座のねらいと概要
10:15 藤本蚕業歴史館・概要
10:30 藤本蚕業歴史館・バックヤード資料見聞
11:00 藤本蚕業の資料整理をふり返る
（12:00 休憩）
13:00 資料整理の課題と方法、資料目録の作成～藤本蚕業所蔵資料を例に～
（14:20 休憩）
14:30 受講者の皆さんのデジタルアーカイブ構築課題を聴きあう
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】
▼①午前の部：講座のねらい／未整理史料見聞
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 94分


▼②午後の部１：資料整理の課題と方法～藤本蚕業所蔵資料を例に～
　講師：前川道博 65分


▼③午後の部２：皆さんのアーカイブ課題を聴い	2023-02-03
	31	[image: あんかけ焼きそば]	あんかけ焼きそば	中華料理の定番メニューとして知られているが、上田市に訪れたときは一度は食べておきたいご当地グルメ。 蒸した中華麺を油で焼きつけるようにして炒めるか、油で揚げたものの上に、肉や魚介、野菜などを炒めて、調味料やスープ、片栗粉を加えて作った餡をかけたものである。上田市であんかけ焼きそばが有名な店として「日昌亭」「福昇亭」などが挙げられる。

引用元https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=10786
https://mecicolle.gnavi.co.jp/report/detail/5785/	2023-02-01
	32	[image: おやき]	おやき	「おやき」は、小麦粉と蕎麦粉を水または湯で溶いて練り、薄くのばした皮にあんや野菜など旬のものを包み焼いたもので、信州を代表する郷土料理。 地域によっては「やきもち」とも呼ばれる。平成21年10月に、おやき事業者20社により「信州おやき協議会」が設立され、信州おやきの文化を守り発展させていくこと、全国的認知度を向上させていくこと、顧客満足のための品質向上を図ることを目的とし、おやきに関する各種イベントや勉強会、おやきつくり教室などをおこなっている。

引用元https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=54244
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/oyaki_nagano.html#:~:text=%E3%80%8C%E3%81%8A%E3%82%84%E3%81%8D%E3%80%8D%E3%81%AF%E3%80%81%E5%B0%8F%E9%BA%A6%E7%B2%89%E3%81%A8,%E3%81%8C%E7%99%BA%E8%A6%8B%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82	2023-02-01
	33	[image: 野沢菜]	野沢菜	地元の親戚から野沢菜をお土産に買ってきて欲しいと言われるくらい、長野では有名な郷土料理。野沢菜漬けの原料「野沢菜」は、アブラナ科の植物で、菜の花の仲間。野沢菜は漬物が有名だが、栽培の際に間引かれたものは地元ではお浸しなどにして食べられている。また、上田市で有名な「おやき」の具材としてもよく使われている。

引用元https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=4078
https://mail.google.com/mail/u/1/?tab=wm&ogbl#inbox	2023-02-01
	34	[image: 信州そば]	信州そば	長野県と言えば「信州そば」と言われるほど有名な郷土料理。時期を問わず食べられているが、そばは年二回の収穫時期があり、収穫仕立ての新そばが美味しいと言われている。信州の新そばは一般的に10月中旬から11月上旬に出回る。

引用元https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=11581	2023-02-01
	35	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市には上田市交流文化センター「サントミューゼ」がある。サントミューゼという名前は「蚕都（さんと）」に由来する。立派な大ホールでは、しばしばミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができるので、興味を持った方がいたらぜひ足を運んでほしい。

参考サイト：みんなでつくる信州上田デジタルマップ

▼この資料は以下から参照できます
yin「市民の交流の場　サントミューゼ」
https://d-commons.net/uedagaku?c=&p=11229
（2023/01/27）


以上のことから、上田と養蚕は切っても切れない関係であることがわかった。上田市の発展は、養蚕の発展によるものと言っても過言ではない。また、養蚕と演劇にも関係があることがわかった。演劇は、リアルに、生で感情や想いを伝えられる・受けとれる手段であり、養蚕の歴史を残すための手	2023-01-27
	36	[image: 『昭和国民読本』(1939)]	『昭和国民読本』(1939)	明治から昭和初期(1939)までの出来事や歴史がまとめられた書籍である。
出来事が事細かにまとめられていることが目次から推測できる。
当時(戦時中)の国民の思想を知るのに重要な資料として活用できそうだと思った。

▼この資料は以下から参照できます。
『昭和国民読本』(１９３９)	2023-01-31
	37	[image: 野沢菜]	野沢菜	野沢菜は、県の北東にある野沢温泉村の住職が宝暦6年に京都から天王寺かぶを持ち帰り植えたのが始まりといわれている。温暖な地域の天王寺かぶは、標高600メートル近くもある高冷地の野沢温泉村の気候風土により突然変異を起こし、根が育たず葉と茎だけが大きくなり地域独特のものとなった。味は美味しいと好評で、地名の付いた「野沢菜」として広まっていった。

野沢菜食べたことがあったが画像のツルヤの野沢菜油炒めが特別美味しかった。漬物に香ばしさが追加されるだけでこんなにうまいかという感じだった。

参考文献
https://nozawakanko.jp/about/nozawana/
https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=4078	2023-01-30
	38	[image: やたら漬け]	やたら漬け	やたら漬けの名前は、なすやきゅうり、しその実やみょうがなど、「やたら野菜を使って、やたらおいしい」ことが由来だという。半年かけて漬ける冬の保存食で、何種類もの野菜を使う。通常、漬け物の野菜は全部同時に漬け込むが、やたら漬けはそれぞれの野菜の収穫時期が異なるので、季節別に漬け物桶に塩漬けにしておく。その後11月頃に、塩抜きした野菜を粗く刻み、唐辛子や調味液に数日ほど漬け込んで完成する。

由来にもある通り、様々な野菜を使われていて食感が非常に楽しい漬物だと感じた。山形県のだしに通ずるものがあるような食べ物だという印象を受けた。ご飯が進む味付けでくどさがなくたくさん食べれるものだと感じた。


参考文献
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/40_30_hyogo.html
https://d-commons.net/uedagaku/j22	2023-01-30
	39	[image: 鯉こく]	鯉こく	佐久市に伝わる「鯉こく」は、大胆に筒切りにして味噌で煮た汁もので、佐久地域の正月には欠かせないものとなっている。佐久ホテルの篠澤社長の八代前の先祖の篠澤佐五右衛門滋野包道が延享3年（1746）の正月6日に伊勢神宮の福島鳥羽大夫神官を邸宅に招き、「鯉こく」を食べさせたことがきっかけで正月に「鯉こく」を食べるようになった。

実際に鯉の切り身を買ってきて作ってみた。汁気をかなり飛ばす料理で非常に時間と手間がかかる料理という印象を受けた。凝縮された味付けで鯖味噌が一番近い味付けだと感じた。

https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=7106
https://life.ja-group.jp/recipe/detail?id=8279	2023-01-30
	40	[image: 「d-commons.net UI磨き上げ」まとめ(2022年度 プロジェクト研究)]	「d-commons.net UI磨き上げ」まとめ(2022年度 プロジェクト研究)	タイトル:d-commons.net UI磨き上げ
概要:d-commons.net上に存在しているUIの課題点を発見し、解決案を考察する。UIの利便性向上を図り、更に洗練されたサイトにするためのブラッシュアップを促す。加えて、d-commons.netをより面白くするためのアイディアを考案する。

・マイテーマ
プロジェクト研究 信州上田デジタルマップ 課題探求 2022前期
教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果＆考察
プロジェクト研究 信州上田デジタルマップ 課題探求 その他考察	2023-01-30
	41	[image: 2022年度 プロジェクト研究発表会資料「d-commons.net UI磨き上げ」]	2022年度 プロジェクト研究発表会資料「d-commons.net UI磨き上げ」	本記事に登録されている画像は、2023年1月28日「プロジェクト研究発表会」で使用した資料(画像版)です。
画像表示されているものと、クリップファイルに登録されているものは同一のスライドです。お好きな方法で閲覧してください。
また、こちらはPDF版の資料です→PDF版	2023-01-30
	42	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2022成果報告

▼前川ゼミ2022成果報告 47分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
【1】川口将太(4年)　企業のソーシャルメディアを用いたメディア戦略
【2】高山大和(4年)　持続的な地域活性化策～大洗モデル～
【3】林 亮太(4年)　「海外視聴者向けの日本国内旅行動画」その特徴と活用方法の調査
【4】中澤愛華(4年)　神川小学校における地域学習支援
【5】春原百々羽(2年)　蚕について地元の人が学ぶ理	2023-01-30
	43	[image: 蚕種業における歴史的建築物について]	蚕種業における歴史的建築物について	　かつて蚕種業で栄えた上田を参考に地域を活性化していく方法を模索した。
　建築物の特徴としては、作業を行いやすいよう、屋敷をつなぐ渡り廊下跡があり、温度調節のための木造の暖房施設があった。発展を示す跡として、屋敷が多く建ててあり、家紋付きの瓦や蔵など当時の発展の象徴が多くあった。
　今回の建築物は上田市上塩尻の建築を参考にさせていただいたが、養蚕に関わる設備跡はもちろん、目地時代当時の発展の様子や当時の文化を表すもの（家紋・猫瓦）が実在する資料として現存していた。これらの建築物は国登録有形文化財にもなっており、価値が高いものになっている。
　今回のイベントを介して、建築物を見学することができたがそれらを通して、別の気づきがあった。地域の方が蚕種業の歴史を詳しく知らない方がほと	2023-01-27
	44	[image: ”温泉”という身近なお風呂]	”温泉”という身近なお風呂	住んでいる中で一番、観光する目的が明確にある場所といったら別所温泉であるといえる。
なぜ目的が明確にあるのか。
それは、上田市に住んでいる学生は実家を離れてアパートなどで一人暮らしをしている人が多い。
そのため、お湯を沸かしてくれるリモコンなどの設備が無いため、シャワーだけで済ます人がほとんどである。そのため、温泉という｢湯船｣に気軽に浸かれる場所というものはとても貴重である。さらに、今の時期(これを書いている日付は2023/01/27)は寒さが厳しく給湯器が凍ってしまいお湯が出にくいという人も大勢いるのではないだろうか？
そのため、風呂に行くという目的の下、温泉に観光に行けるのではないだろうか。
別所温泉付近だけでも約7箇所あるため、1週間ごとのシフトを組んでみて赴いてみるというのも面白いかも	2023-01-26
	45	[image: 名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～]	名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～	信濃国分寺駅の南側に位置する下堀地区です。
ここには堀川神社があり、今でも地区住民によって守られています。

拝殿は一見シンプルですが、本殿を見ると見事な装飾があります。これは1886年（明治19年）に上田の名工竹内八十吉によって掘られたものです。八十吉は1815年（文化12年）から1898年（明治31年）まで活躍した諏訪立川流の大工で、堀川神社以外にも信濃国分寺の本殿の彫刻も掘っている。

次に下堀地区は養蚕業で栄えていた地区である。その証拠がこの石垣である。
これは、ぼたもち積みと呼ばれる積み方でお金持ちの家しか作ることができない石垣である。https://d-commons.net/upload/4/575/054168_0023_006.jpg養蚕業で儲けていたからこそできる石垣で、当時は養蚕農家それぞれが競い合って家を建てていたそうだ。それほどまでにこの地区の養	2023-01-19
	46	[image: プロジェクト研究　週ごとの報告集]	プロジェクト研究　週ごとの報告集	2022年度の研究における週ごとの報告をまとめました。
可能な限り、同じ週に投稿した動画も添付しておきます。


0510
5月9日は、それ以前の週で行った研究に際しての動画制作とその公開に関する記事をマイサイトに投稿しました。詳しくはそちらに記入してあります。
また私は16日のゼミには参加できないため、研究テーマのまとめ制作を少しずつ進める予定です。


0613
コメント遅れてすいません。
活動報告はマイサイトの方に投稿済みです。具体的には、動画1本投稿、各チャンネルの傾向をメモ等を行いました。現在は動画を投稿しつつタイトル、字幕、チャンネル名、概要などの英語対応化を進めています。 



0620
先週は動画を1本投稿し、今日マイサイトに報告を投稿しました。
https://d-commons.ne	2023-01-18
	47	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	48	[image: d-commons.net 2022年ブラッシュアップ・課題点リスト]	d-commons.net 2022年ブラッシュアップ・課題点リスト	d-commons.net内でバージョンアップされ、扱いやすくなった点と課題点のリストアップ。

・ブラッシュアップした点

1.記事一覧(全部みる)のページが軽くなった(以前は登録されている記事が全て表示したため非常に重かったが、現在は100件のみ表示される)
2.管理画面に作成した記事のリンクが追加された(「詳細ページ」が該当する)
3.トップページの「全部みる」ボタンに登録記事の数が表示されるようになった
4.クリップファイルにより画像の閲覧がしやすくなり、備考も添付できるようになった

・残っている課題点

1.URLのハイパーリンク化に手間がかかる(aタグが必要)
2.書きかけの記事のプレビュー表示や一時保存ができない
3.クリップファイルに登録した写真の順番変更に手間がかかる
4.親サイトと子サイトのデザインが似すぎているため区	2023-01-16
	49	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]
　皆さんのキュレーション披露会

★講座「皆さんのキュレーション披露会」129分
。

講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
コメンテーター：
　小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
　桂木　惠（上田小県近現代史研究会事務局長）

【講座タイムテーブル】
13:00 講座解説（前川道博）
13:30 皆さんのキュレーション披露会、意見交換、Q＆A(途中休憩あり)
16:00 終了
16:30 デジタルアーカイブクリエータ認定（希望者対象）

《キュレーション紹介》公開できる成果をリストアップしました
	鈴木さん／諏訪湖のスケート[LINK](下記メディアクリップ収録)
	長沼さん／一代交雑

	2023-01-14
	50	[image: 明治7・8年蚕種焼却(横浜）の写真 (1874)から]	明治7・8年蚕種焼却(横浜）の写真 (1874)から	横浜に出荷された大量の蚕種（蚕卵紙）が焼却されるという衝撃的な出来事を写した写真に着目し、その背景を調査しました。
1860年代、ヨーロッパでは、蚕の伝染病「微粒子病」が蔓延しました。この代替品として、健全な蚕種を日本に買い求めたため、蚕種の輸出は増加し、高値で取引されました。ところが、ヨーロッパ各国が蚕病を克服すると需要は減退し、生産過剰となっため、政府は、輸出予定だった蚕種（蚕卵紙）を買収し、一部の優良紙を残して、他はすべて焼却処分したそうです。

【出典】藤本蚕業アーカイブ　https://d-commons.net/fujimoto-arch/（2023/1/10）
　史料ID[tf002] 明治7・8年横浜で蚕種焼却の写真 (1874)	2023-01-10
	51	[image: d-commons.net考察 その5 「記事」と「マイサイト」 言葉の融和]	d-commons.net考察 その5 「記事」と「マイサイト」 言葉の融和	前回に引き続き、UIの考察についてである。
前回 d-commons.net考察 その4 デザインと迷子

このd-commons.netでは、記事の投稿者名をクリックすると「〇〇のサイト(所謂マイサイト。〇〇には投稿者名が入る)」という場所へ飛ぶ。
マイサイトでは、投稿者の成果物が閲覧可能であり、アーカイブとしての役割を持つ。

個人的には「〇〇のサイト」の「サイト」という表記は一瞬で理解しにくく、自分がどこへ飛んでしまったのか分からなくなると感じた。少なくとも、自分が初めて投稿者名をクリックした時、信州上田デジタルマップではなく別のサイトへ飛んでしまったのかと混乱した事がある。
(別ウィンドウで表示されたため余計に混乱したという事情もある)

これは「サイト」という言葉と「アーカイ	2022-12-22
	52	[image: 藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日]	藤本蚕業歴史館で開くオンライン講座第２日	12/17(土)、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座の第２回講座を実施しました。

今回の講座は、上田小県近現代史研究会のお二人の方：桂木恵さん、小平千文さんから「キュレーション実例」「近現代を捉える視点」の話題提供をいただきました。話題提供のレジュメは以下の【講座資料】に掲載してあります。


午後は、「藤本蚕業歴史館アーカイブ」の史料などを参照し「一次資料を使ったキュレーション」を実習を交えて学習してもらいました。

講座の動画記録は後日、こちらに掲載する予定です。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=18944	2022-12-19
	53	[image: 蚕のさなぎ]	蚕のさなぎ	「みんなでつくる信州上田デジタルマップ」「蚕の蛹：食用」より転載
https://d-commons.net/upload/4/567/original/011720.jpg

イナゴの他にカイコも！
さなぎから油を取るとも聞いたことがあります。	2022-12-17
	54	[image: みかんと煙草]	みかんと煙草	藤本蚕業アーカイブより転載
https://d-commons.net/fujimoto-arch/?c=&p=18948#photo_gallery-10
みかん35銭？は旅費で煙草25銭？は何と書いてあるのだろう	2022-12-17
	55	[image: 枝垂（しだれ）桑]	枝垂（しだれ）桑	枝垂（しだれ）桑

蚕糸試験場　蚕糸の森公園
東京都杉並区

桑の品種改良がおこなわれ沢山の品種が生まれた
観賞用の品種


史料ID	タイトル	西暦	備考	発行年月	配置	目録頁	分類番号	巻・号	著者	発行元	発行場所
文献	cb-福-14	桑品種の図解	1925		大正14年11月			B-福-14			福島県桑苗同業組合	福島県

文献	c亅-1-96	桑品種図説	1926		大正15年8月			亅-1-96			長野県蚕業試験場	

文献	ca-2-12	桑品種図説	1926		大正15年3月			A-2-12			長野県蚕業試験場
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto/

naganuma	2022-12-17
	56	[image: 霞月楼って何？]	霞月楼って何？	藤本蚕業土浦支店の「蚕種代価帳(1936)」に出ていた支出の記録です。その中に霞月楼という項目が出ています。年会費３円支払っています。
当時の料亭のようです。

「藤本蚕業アーカイブ」から転載
https://d-commons.net/fujimoto-arch?c=&p=18948	2022-12-17
	57	[image: 昭和8年4月鑑別手申込書綴]	昭和8年4月鑑別手申込書綴	新潟や篠ノ井など東信地区以外の方々も鑑別手としていらっしゃったのだと分かり、蚕業が栄えていたと改めて感じました。
https://d-commons.net/fujimoto/?c=&p=9615	2022-12-17
	58	[image: test蚕糸試験場　蚕糸の森公園]	test蚕糸試験場　蚕糸の森公園	蚕糸試験場　蚕糸の森公園

子供時代に蚕糸試験場（東京杉並区）が近所にあり、
すでに廃墟となっていて不思議なところだと思っていました。


春蚕繭繰糸試験成績一覧表
藤本蚕業デジタル資料館
https://d-commons.net/fujimoto-index/?c=&p=11876

近代化と国際規格と日本の関係性、
国際規格の導入と変遷は絹糸が最初ではないか？

以前自動車業界にいて国際規格からSDGsに変遷していった過程から、
規格の重要性が正義や善につながっていて基本なるのは美学ではないか？と考えています。

naganuma	2022-12-17
	59	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]
　藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション

【講座タイムテーブル】
10:00 一次資料を使ったキュレーションのいざない
10:15 キュレーション実例紹介
　講師：桂木恵（上田小県近現代史研究会事務局長）
11:00 近現代を捉える視点
　講師：小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
（12:00 休憩）
13:00 『藤本蚕業歴史館アーカイブ』で藤本蚕業の資料を探る
13:30 近現代のキュレーション・ミニ実習「一次資料をして語らせる」
（14:20 休憩）
15:30 キュレーションをアウトプットする（d-commons.net マイサイト実習）
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】

▼①午前の部：藤本蚕業の一次資料＆近現代を捉える視点
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 110分
	2022-12-16
	60	[image: 地域学習に活かす校内資料のデジタル化(2022)]	地域学習に活かす校内資料のデジタル化(2022)	研究発表「地域学習に活かす校内資料のデジタル化：デジタルコモンズによる DX 時代の地域学習環境づくり」
(2022/11/12 デジタルアーカイブ学会第7回研究大会)

【発表概要】
全国の学校でGIGAスクールが実施されながら、学校で地域学習を計画しようとすると、地域を知る情報源がネット上には極めて少ないことが直ちに顕在化する。特に学校区の情報源は殆どの地域においても存在しないと言って過言ではない。さらには地域資料があっても、教員の経験不足等の理由によりその活用が図りにくい課題がある。

以上の課題を解決するため、これからの学校教育に求められる児童生徒の主体的で探求的な学びを包摂的に支援できる分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netを用いた「d-commonsメソッド」により、校内資料のデジタルアーカイブ構築に取り	2022-12-12
	61	[image: 藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10]	藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10	2/10、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座を実施しました。地元/館内の見学もオンラインで。藤本蚕業歴史館での講座がいきなり全国から受講できるのは我ながら素晴らしいと実感しました。リアルタイムだけでなく録画によるオンデマンドでの事後視聴も可能な形で実施。これからの講座形態は受講者の都合にも合わせたこの柔軟な形態がよい。ローカル環境、ローカル資源の全国活用を実践するよい機会ともなりました。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11761	2022-12-11
	62	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第１回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第１回]	【講座タイムテーブル】
10:00　講座のねらいと概要／地域アーカイブの課題
10:20　受講者の自己紹介
10:30　藤本蚕業歴史館・概要
10:45　藤本蚕業・上塩尻ミニ見学
11:15　藤本蚕業歴史館・館内ミニ見学
11:40　近現代へのいざない：蚕種製造業と藤本蚕業
（12:00　休憩）
13:00　藤本蚕業歴史館史料目録と史料データ
13:30　デジタルコモンズサービスd-commons.netによるアーカイブ/学習支援
14:00　キュレーション型学習の進め方
（14:20　休憩）
14:30　受講者の皆さんが探求したいテーマ、Ｑ＆Ａ
15:30　次回に向けて：アドバイスや補足事項
16:00　終了

【オンデマンド講座】
▼午前の部
(1)講座のねらいと概要(前川道博)22分
 
(2)藤本蚕業歴史館解説(佐藤修一氏)6分

(3)上塩尻ミニ見学（佐藤家住宅・旧佐藤宗家	2022-12-10
	63	[image: d-commons.net考察 その4 デザインと迷子]	d-commons.net考察 その4 デザインと迷子	初めて信州上田デジタルマップを使った時の感想は「自分の現在地が分かりにくい」だった。

d-commons.netでは、トップページである親サイトと特定のユーザーの成果物を閲覧できる子サイト(以下マイサイト)で分類されており、親サイトから登録されている記事を検索し、気になった投稿者の成果物をもっと見たい場合はマイサイトへ飛ぶ、というのが主な流れである。流れとしては分かりやすいものだが、まだ洗練されていない部分は幾つか存在し、分かりにくさや混乱を産んでいるように思える。

例えば、記事から投稿者名をクリックすると、別タブで投稿者のマイサイトが表示される。この動作はごく自然のものだが、問題は親サイトとマイサイトのUIやデザインが統一されており、区別がつきにくい事である。
これにより、マイサイトへジャンプ	2022-12-09
	64	[image: d-commons.net考察 その3「記事まとめ機能」]	d-commons.net考察 その3「記事まとめ機能」	先日のd-commons.net研修会アンケートに、以下の意見が上がった。

・授業ごとや単元ごとにトピックを作成できる機能
・クラスを作れる機能、その時間ごとに投稿できる機能（授業ごとできるように）→後にすぐにフィードバックができるように
・１年１組などクラスを分ける機能。
※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

この回答についてよくよく考えてみると、d-commons.netには複数の人が投稿した記事を簡単かつ見やすくまとめる機能が存在しない。
例えば、「マイテーマ」で自分の記事を連ねる事は可能だが、他者の記事を一緒くたにすることはできない。

一応、他者の記事を一緒にまとめるだけなら現時点でも可能である。
記事のURLを貼り付けて投稿すればある程度のま	2022-11-17
	65	[image: 藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座]	藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座	藤本蚕業プロジェクト　＋
デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会シリーズ研究会
「藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座」

地域資源のデジタルアーカイブ化とその活用を図ることができる人材育成が本講座のねらいです。リタイアされた方々にとってはリカレント（学び直し）な学習、教員・文化施設職員などにとってはリスキル（スキル・知識の新たな獲得）の学習機会となります。藤本蚕業歴史館（長野県上田市）をフィールドにオンライン形式で開催します。

▼講座概要
実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイ	2022-11-14
	66	[image: d-commons.net考察 その2「方法はあるがやり方が分からない機能」]	d-commons.net考察 その2「方法はあるがやり方が分からない機能」	以前行ったd-commons.net研修会アンケートに「複数の画像を投稿するやり方が分からない」といった意見があった。

※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

この意見を読んだ際「やっぱり」という感想を抱いた。
画像選択の方法自体は存在する。Ctrlキーを押しながら投稿したい画像をクリックすることで複数選択が可能である。

しかし、この方法はPCの扱いに慣れている人には常識かもしれないが、扱い慣れていない人には分からないだろう。同じ疑問を抱く利用者は、今後も出てくると思われる。
(複数の画像を一括で投稿し、かつ備考欄も設けてある「クリップファイル機能」が存在する。クリップファイルはとても便利な機能だが、登録方法がやや複雑である。
※	2022-11-14
	67	[image: d-commons.net考察 その1「SNS化が求められている？」]	d-commons.net考察 その1「SNS化が求められている？」	先日のアンケート結果の中で、このような要望が複数上がった。

・地域と共有する機能
・いいね等のアクションボタン
・コメント機能

※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

以上の要望の共通点は、投稿者と閲覧者に繋がりを作る機能、即ちSNSの機能である。コメント欄やいいねボタン等は、ツイッターやインスタグラムに搭載されているスタンダードな機能であり、これらが無くては他者と結びつくことはできない。今回のアンケートでは、コメント欄の設置を求む声が多かった。
SNSが一般化した今日に適するためにも、学習という観点からもSNS機能は有用だと考えられ、実装が求められる。

SNS機能の実装によるメリットは、以下のとおりである。

1、投稿者と閲覧者の	2022-11-12
	68	[image: 教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果]	教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果	2022年10月31日(月)に、教員向けのd-commons.net(eduスクウェア)の研修会が開催し、その中でアンケート集計が行われ、36名の方に回答いただいた。

アンケートの内容は下記の通り、機能面についての問いかけである。

問1、記事閲覧の際に不便はありましたか？
問2、問1で「はい」と答えた方、どのような不便がありましたか？
問3、記事投稿の際に不便はありましたか？
問4、問3で「はい」と答えた方、どのような不便がありましたか？
問5、eduスクウェアは学習の役に立ちそうですか？
問6、問5で「いいえ」と答えた方、何故そう思いましたか？
問7、eduスクウェアを体験してみて、欲しいと思った機能はありましたか？
問8、eduスクウェアに関してご意見やご要望がありましたら、ご自由にお書きください。

「問1」について「はい」と答えた方は0名	2022-11-07
	69	[image: 足立光紅／海野町レトロ写真館＠キモノマルシェ2022]	足立光紅／海野町レトロ写真館＠キモノマルシェ2022	

足立光紅／ミニレクチャー「海野町レトロ写真館」
2022/10/23　まちなかキャンパスうえだ

「海野町レトロ写真館」はコチラ→http://www.d-commons.net/uedagaku/mnmn1126	2022-10-24
	70	[image: 菅平中「すずらん祭」2022参観]	菅平中「すずらん祭」2022参観	★菅平中学校第26回「すずらん祭」2022/10/21(金)
「すずらん祭」を参観してきました。何と保護者参加の学校祭です。しかも26回目という歴史を刻んでいます。今回の「すずらん祭」のスローガンは「現状打破」。生徒会のスローガンとのこと。何と頼もしいスローガンでしょう。今年からは小中学生合同の形に進化させたとのこと。中学生たち、やりますね。

授業参観よりもこの形態の方が保護者にとってもお子さんのアクティビティに直に触れてよいのではないでしょうか。小規模校だからできるグッドプラクティスと思います。望ましくは他の学校でもできるモデルとして見ていただければ。コロナ禍のことなどもあり祭の様子はYouTubeでもライブ配信。dxの実践をしていることも頼もしい（ただ配信の質には課題がありました）。

朝8:30から始まり、1	2022-10-21
	71	[image: 端山貢明のソシアル・ダイナミクス論]	端山貢明のソシアル・ダイナミクス論	「端山貢明アーカイブ」を先日、ネットに新設しました。
端山貢明(1932-2021)：作曲家・メディア研究者
またその概要を伝えるチラシを作成しました。端山さんの業績を端的に要約し
●現代の要請に基づく知識循環の創造
●作曲からネット・ムセイオンへ
と伝えました。

「ネット・ムセイオン」は黙示録的なものです。端山さんの言葉を用いれば現代に求められる「知性媒質」です。端山さんが提起した人類が希求すべきメディア環境の概念ではありますが実体はありません。
「知識循環の創造」は、端山さんが提起し続けた「生得の権利」の実現、「アクセス側の主体性」の重要性、そして「ネット・ムセイオン」、これらの先に未来の地平のように見えているのが「知識循環」の社会の姿です。

先日、メディアア	2022-10-15
	72	[image: 信州上田学2022①信州上田学へのいざない]	信州上田学2022①信州上田学へのいざない	▲講義資料

2022年度後期長野大学講義
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）



冒頭に「学長あいさつ」（中村英三学長）があります。

上田市の土屋陽一市長がシビックプライドを醸成したいとの思いで始まった地域学事業「信州上田学」を引き継ぎ、2021年度から長野大学が自走する講義科目として実施しています。2022年度は105名もの学生が受講しています。当初、市民にも開放する地域科目でしたが、コロナ禍の状況が重なり、インターネットを介して「オンデマンド」型の自由聴講の講座としても地域に開放をしていきます。

第１回は「信州上田学へのいざない」と題し、信州上田学では何を学ぶのか、どのように学ぶのか、なぜ上田で地域を学ぶのかを講義します。「上田に学び、上田メソッドをつくる」。講	2022-10-14
	73	[image: クリップファイル機能の要望]	クリップファイル機能の要望	信州上田デジタルマップに、クリップファイル機能が追加された。これは複数の画像を登録する事が可能であり、備考も付け加えられる優れた機能である。
私は、デジタルマップのUIの利便性について研究しており、扱いにくい個所などを指摘している。その中で言語化し辛い場合やスクショで説明したい場面が多々あるため、説明付きで画像を複数投稿できる機能は大変ありがたい。

使用例→http://www.d-commons.net/uedagaku?p=9987

同時に、不便な点も幾つか存在すると感じた。扱いにくいと感じた点や要望は以下の通りである。

1、記事作成の中でクリップファイルを作る事ができず、別途クリップファイル編集で登録する必要がある。

記事を書きながらクリップファイルの編集を行っても、メディクリップにリアルタイムで反映されない。
反映させる	2022-10-13
	74	[image: 第１書庫クリッカブルマップtest]	第１書庫クリッカブルマップtest	[image: ]
	2022-09-14
	75	[image: 分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)]	分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援(2022)	▲発表資料(PDF)
分散型デジタルコモンズサービスd-commons.netによる包摂的地域学習支援
(2022/08/21 日本教育情報学会 第38回年会)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

▼研究の概要
分散型地域デジタルコモンズ(DX環境)の実現を支援する目的で開発を進めてきた分散型クラウドサービスd-commons.netを地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援の実運用に供している。本発表ではこれらの支援の実践を踏まえ、これからの知識循環型社会のプラットフォームとなるデジタルコモンズのモデル化を図る。加えて、地域資料のデジタルアーカイブ化、学校教育・社会教育等に具体的にどのように同サービスを適用していけばよいかを提案する。

▼参考サイト
★eduスクウェア
　d-commons.netをお試しになりたい方は新規ユーザー登	2022-08-19
	76	[image: (5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて]	(5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて	*限定公開していた記事を一部修正し再度投稿した記事です。
開発ミーティングの最中話題に出た某小学校で使用されているd-commons.netの記事を閲覧した。
校内探検という触れ込みで、各々校内の好きな場所や不思議に思った場所を撮影し、撮影した理由や紹介を添えて投稿するという流れである。一般公開はされていない。

この調べ学習は、生徒達の好奇心や探求心を育むだけではなく、校内の姿をそのまま写真に残すことができるため、後輩達の学習の手助けになる事も学校の歴史や風景を学ぶ資料としても活用する事ができる。
生徒達の記事は読んでいてとても興味深く面白かったし、意義のある学習だと感じた。

一通り読み終えて、このデジタルマップに必要だと思った機能はコメント欄である。その理由として、

1、質問ができない
2、投	2022-07-26
	77	[image: 2022年ゼミ中間まとめ「d-commons.netのUI磨き上げ」]	2022年ゼミ中間まとめ「d-commons.netのUI磨き上げ」	2022年前川ゼミ研究「d-commons.netのUI磨き上げ」
中間発表で用いた資料。	2022-07-25
	78	[image: d-commons.netによる 地域学習の包摂的支援(2022)]	d-commons.netによる 地域学習の包摂的支援(2022)	▲発表資料(PDF)
デジタルコモンズクラウドサービスd-commons.netによる地域学習の包摂的支援
(2022/06/28 デジタルアーカイブ学会 第２回DAフォーラム)
　前川道博（長野大学企業情報学部）

▼研究の概要
分散型地域デジタルコモンズ(デジタルな地の共有地)の実現を支援する目的で開発を進めてきたクラウドサービスd-commons.netを2020年『みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム』に適用して以来、その汎用化・普及推進に取り組んできた。それ以後、『みんなでつくる西部地域デジタルマップ』『みんなでつくる信州上田デジタルマップ』等、タブレットを活用した児童生徒の主体的学習支援、地域資料のデジタルアーカイブ化、キュレーション型地域学習支援、教員向け地域学習研修支援といった多目的な方向で包摂的に地域学習・地域活動の支援ができ	2022-06-26
	79	[image: 前川ゼミ／海野町商店街思い出投影2022/05/09-13]	前川ゼミ／海野町商店街思い出投影2022/05/09-13	★海野町商店街思い出投影（スライドショー）　チラシ

前川ゼミでは5月9日～5月13日、海野町会館で掲記のイベントを実施しました。商店街は数十年の間にはその都市環境も変わり、商店も入れ替わり、人々も世代交代していきます。さらに海野町にはマンションが建ち、現在新たなマンションがさらに２棟建設中です。昔からある商店街が、新たな住民がより多く住む「まち」に変わっていきます。

学生の足立光紅(あたち みく)さんは、海野町のすや呉服店さんにあった古い写真をデジタル化し、さらに海野町商店街振興組合さんのご協力もいただいて、海野町商店街の今昔、商店街の記憶の可視化に取り組み、次のデジタルアーカイブサイトをネット公開しました。

★	2022-06-06
	80	[image: 『埋もれた歴史』自費出版の労作]	『埋もれた歴史』自費出版の労作	今から３年ぐらい前になるのかな？
ふだんは翻訳のお仕事をされている東郷えりかさんが歴史の探求で上田市に来られてその時にお話をお聞きし、上田市教育委員会にご案内しました。その探究成果を『埋もれた歴史』という書籍にまとめられました。それが２年前の2020年です。

書籍の表紙の写真にご注目ください。馬に乗る人物が最後の上田藩主松平忠礼です。その傍に佇む方が東郷さんの高祖父の方になります。この方は「門倉伝次郎[LINK]」です。『上田市史・下巻[LINK]』(1940年、1238～1239頁)に記されています。

幕末、上田藩上屋敷は隅田川に面した浅草瓦町、幕府の御蔵のすぐ隣にありました（「	2022-05-08
	81	[image: 【5月9日(月)～13日(金)】海野町レトロ写真館]	【5月9日(月)～13日(金)】海野町レトロ写真館	昔の写真をスライドショーで上映する「海野町レトロ写真館」を開催します。

【日時】
5月9日（月）～5月13日（金）14：00～17：00
※お好きな時間に出入りできます。

【場所】
海野町会館1階

今回は、すや呉服店・海野町会館の方にご協力いただきました。
スライドショーで使用した写真は信州上田デジタルマップの「海野町レトロ写真館」に投稿してあるので、下記のリンクよりご覧ください。

また、昔の写真を自宅に所蔵している方がいらっしゃいましたら、信州上田デジタルマップへ投稿してみませんか？

興味のある方はチラシの連絡先にご連絡ください。
お待ちしております！


海野町レトロ写真館	2022-05-06
	82	[image: 上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ]	上田小県の感染症に関する情報源泉ピックアップ	『上田小県における感染症の歴史』 発刊記念研究発表会(2022/03/26)およびブックレット内容に関連する一次資料の一部を以下にピックアップします。

★私共の村(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★トラホーム予防に就て(『塩尻時報』第14号1920/03/11)

★第二章　近代上田のはじまり／第四節　新しい生活環境へ
　一　病気と対策
　二　予防・衛生の普及
　三　病院と医師・保健所
（『上田市誌 第14巻 近現代編(1)「新しい社会を求めて」』66～72頁）2002年10月）

★加美畑神社の疱瘡社(『神畑村誌』163,260頁)

★川辺村の赤痢1914年(『神畑村誌』163	2022-04-03
	83	[image: 『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26]	『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会2022/03/26	上田小県近現代史を考える集い
『上田小県における感染症の歴史』発刊記念研究発表会
2022/03/26(土)14:00～16:10　上田市立上田図書館大会議室
主催：上田小県近現代史研究会
協力：d-commonsプロジェクト(長野大学前川研究室プロジェクト)
後援：デジタルアーカイブ学会 地域アーカイブ部会

▼全編動画記録 (116分)

＜発表会プログラム＞
☆開会の挨拶　小平千文会長
☆基調報告「社会科学の課題としての感染症」　 桂木惠
☆報告１「上田小県における『スペイン風邪』の実態と対応」　冨田隆順
☆報告２「ジェンダーの視点から見た感染症」　清水たか子
☆閉会の挨拶　村山隆

＜発表ごとの記録(別ページにリンク)＞
★開会の挨拶　 小	2022-04-02
	84	[image: 分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発]	分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発	▲デジタルアーカ犬

前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】はじめに
分散型地域デジタルコモンズは、地域デジタル知識循環型プラットフォームのコアとなる知識・データの共有地である[1][2]。その中核のクラウドサービスとなるd-commons.netを開発した。現在も地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援など多目的的で柔軟な運用、長期にわたる運用ができる課題解決の支援にd-commons.netを適用し、サービスの機能強化を図ってより実用性の高い、使いやすいサービスを目指している。

デジタルコモンズはさまざまな知識や学びの成果をどの地域からでも、誰でもが載せ合えるクラウドサービス上の「ネット上の本棚」（デジタルアーカイブ）、クラウドサービスと	2022-03-13
	85	[image: デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化]	デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化	▲デジタルアーカ犬


前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】消費する知識から活用する知識へのパラダイムシフト
知識消費型社会から知識循環型社会へのパラダイムシフトが今世界中で起きています。これまでの社会では知識を書籍や講座などから受け取るものが知識、学問分野の権威が提供する知識、それを獲得することが学習と思い込まれてきた傾向があります。知識の源泉の一つは、それ以上は遡れない情報源、つまり一次資料にあります。書籍や講座は研究者などが咀嚼・編纂した二次情報に過ぎず、受け手は普通それを受け売り（消費）することぐらいしかできませんでした。さらにはデジタルな手段が当たり前に使えるようになったことにより、知識とは活	2022-03-13
	86	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	87	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	88	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	89	[image: 附属図書館のelaboration D班発表(課題発見ゼミ2021)]	附属図書館のelaboration D班発表(課題発見ゼミ2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

附属図書館のelaboration D班発表資料

長野大学企業情報学部/１年/課題発見ゼミナールII
「附属図書館のelaboration」（前川道博ゼミ）
附属図書館の課題をどうelaborateするか(みがき上げるか)を提案
2022/01/27オンラインで発表	2022-02-09
	90	[image: 附属図書館のelaboration C班発表(課題発見ゼミ2021)]	附属図書館のelaboration C班発表(課題発見ゼミ2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

附属図書館のelaboration C班発表資料

長野大学企業情報学部/１年/課題発見ゼミナールII
「附属図書館のelaboration」（前川道博ゼミ）
附属図書館の課題をどうelaborateするか(みがき上げるか)を提案
2022/01/27オンラインで発表	2022-02-09
	91	[image: 附属図書館のelaboration B班発表(課題発見ゼミ2021)]	附属図書館のelaboration B班発表(課題発見ゼミ2021)	▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

附属図書館のelaboration B班発表資料

長野大学企業情報学部/１年/課題発見ゼミナールII
「附属図書館のelaboration」（前川道博ゼミ）
附属図書館の課題をどうelaborateするか(みがき上げるか)を提案
2022/01/27オンラインで発表	2022-02-09
	92	[image: 附属図書館のelaboration A班発表(課題発見ゼミ2021)]	附属図書館のelaboration A班発表(課題発見ゼミ2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

附属図書館のelaboration A班発表資料

長野大学企業情報学部/１年/課題発見ゼミナールII
「附属図書館のelaboration」（前川道博ゼミ）
附属図書館の課題をどうelaborateするか(みがき上げるか)を提案
2022/01/27オンラインで発表	2022-02-09
	93	[image: プロジェクト研究発表①～⑬と各アウトカム(前川ゼミ2021)]	プロジェクト研究発表①～⑬と各アウトカム(前川ゼミ2021)	長野大学前川ゼミ（企業情報学部科目「プロジェクト研究」）
オンライン発表会　2022/01/31ゼミ時間帯に実施
発表①～⑬＋講評

▼２・３年生
★プロ研6「海野町レトロ写真館」(発表者：足立光紅)
★プロ研7「西部地域の地域づくりに向けた支援」(発表者：飯髙綾)
★プロ研8「大洗型地域振興事業推進仮想モデルの作成」(発表者：高山大和)
★プロ研9「山本鼎の部屋資料のデジタ	2022-02-09
	94	[image: プロ研⑬竹中丈二「上田・小諸のデジタル・アーカイブ化について」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑬竹中丈二「上田・小諸のデジタル・アーカイブ化について」(前川ゼミ2021)	　10分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：竹中丈二（長野大学企業情報学部２年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	95	[image: プロ研⑫工藤美有紀「地域学習の授業をデザインする」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑫工藤美有紀「地域学習の授業をデザインする」(前川ゼミ2021)	　8分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：工藤美有紀（長野大学企業情報学部２年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	96	[image: プロ研⑪鈴木梓「立科町の魅力を発信できる仕組みづくり」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑪鈴木梓「立科町の魅力を発信できる仕組みづくり」(前川ゼミ2021)	長野町立科町の魅力を地域の人が外部に発信できるような仕掛けづくり

　10分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：鈴木梓（長野大学企業情報学部３年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	97	[image: プロ研⑩林亮太「YouTubeを用いた情報発信」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑩林亮太「YouTubeを用いた情報発信」(前川ゼミ2021)	　21分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：林亮太（長野大学企業情報学部３年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	98	[image: プロ研⑨中澤愛華「山本鼎の部屋資料のデジタル化」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑨中澤愛華「山本鼎の部屋資料のデジタル化」(前川ゼミ2021)	　9分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：中澤愛華（長野大学企業情報学部３年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	99	[image: プロ研⑧高山大和「大洗型地域振興事業推進仮想モデルの作成」(前川ゼミ2021)]	プロ研⑧高山大和「大洗型地域振興事業推進仮想モデルの作成」(前川ゼミ2021)	発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：高山大和（長野大学企業情報学部３年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
	100	[image: プロ研⑦飯髙綾「西部地域の地域づくりに向けた支援」(前川ゼミ2021)　]	プロ研⑦飯髙綾「西部地域の地域づくりに向けた支援」(前川ゼミ2021)　	　13分
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。
発表：2022/01/31 オンライン発表

発表者のマイサイト(プロジェクト研究のアウトカム)

発表者(学生)：飯髙綾（長野大学企業情報学部３年）

（ゼミ担当：前川道博＠長野大学企業情報学部）	2022-02-08
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